「社会性と情動の学習(SEL-8S)の進め方（小学校編）」D1保護者用ワークショップ資料

P-D1(小)

保護者の皆様へ

○年△月×日

学級担任

「入れて！」と仲間に声をかけよう！
声をかける方法
学校生活の中で、子どもたちは遊びや勉強のグループに入れてもらいたいと思うことがあります。そのような時にモジモジしているとずっと仲間に入ることができません。逆に強引に割り込もうとすると、ケンカや言い争いが起きてしまうことがあります。この他にも、困っている人に気づいているけど、どのように声をかけていいのか分からないといったことを聞くこともあります。そのような時でも上手に声がかけられるように「仲間に声をかける時のポイント」を考えてみましょう。
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「仲間に声をかける時のポイント」は、①はっきり言う、②近づく、③相手を見る、④相手の気持ちにあわせる、の４点です。④の「相手の気持ちにあわせる」というのは、例えば、楽しく遊んでいる友だちに対しては、楽しそうに笑顔で声をかける。また、困っている友だちに対しては、心配そうに、あるいは悲しそうに声をかけるということです。④は少し難しいポイントなので、子どもの実態に応じて、ポイントから外すこともできます。

「仲間に声をかける時のポイント」は、友だちが困っている時だけではなく、自分が困っている時に助けを求める場面でも使うことができます。
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○ポイントの覚え方…『“ハチ”の“あき”』
【は】はっきり言う 【ち】近づく 【あ】相手を見る 【き】（相手の）気持ちにあわせる

ご家庭へのお願い

例えば、生活の中で初対面の子どもや親せきに会うなど、自分から声をかける場面では、「“ハチのあき”を思い出して声をかけてごらん。」と言ってポイントの使用を促すようにしてください。ポイントは実際に何度も使って、成功と失敗を繰り返しながら学習します。
また、保護者のみなさんも子どもに声をかける場面で、ポイントを意識してください。それによって、親の姿を見てお子さんが学習することができます。
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